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議事の日程 

 

日程第１   議事録署名委員の指名について 

日程第２   議案第１４号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見

具申について 

日程第３   議案第１５号 農地法第４条の規定による許可後の計画変更申請

について 

日程第４   議案第１６号 令和８年度県農地利用の最適化施策に関する意見

について 

日程第５   報告第 ５号 報告事項について 

日程第６   その他 

 



 
議事（担当） 内容 

 

開会 

 

 

 

 

 

議長 

 

農業委員９名中８名が出席し、法に定める定足数に達して

おり本総会は成立します。 

なお、農地利用最適化推進委員５名中５名が出席しており

ます。 

これより令和７年第５回農業委員会総会を開会します。 

 

 

日程第１ 

 

議長 

 

議事録署名委員の指名について 

議席番号２番 岡野 とし子 委員 

議席番号３番 比留間 正道 委員 

を指名します。 

 

 

日程第２ 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１４号  

「農地法第５条の規定による許可申請に対する意見具申に

ついて」を議題といたします。 

事務局より説明願います。 

 

申請地は、鶴ヶ島市役所の西約１９０メートルに位置する

第３種農地で、農業振興地域の農用地には当初から指定され

ていません。 

譲受人は、鶴ヶ島市大字三ツ木に事業所を設けて、中古車

販売、整備などの事業を行っており、申請地に隣接する宅地

部分に自宅を建設する予定です。 

現在事業用で借りている駐車場に関しては、鶴ヶ島市大字

三ツ木にある事業所から距離が離れているため、事業効率が

悪く、盗難やイタズラ等の管理上のリスク、立ち退きの不安

があります。 

このため、本申請地を自己所有の駐車場にして、事業の効

率化や車両の厳重な管理ができるようにしたいと考えたとの

ことです。 

また、申請地には合計１０台の車両を停める予定です。 

 



議長 

 

農業委員 

 

 

 

議長 

 

 

推進委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

次に担当する農業委員から説明をお願いします。 

 

譲受人に、確認した内容を報告します。 

本申請内容に間違いがないことを確認しました。 

申請の理由は、事務局の説明のとおりです。 

 

担当する農地利用最適化推進委員から説明をお願いしま

す。 

 

譲渡人に確認した内容を報告します。 

本申請内容に間違いがないことを確認しました。 

申請の理由は、事務局の説明のとおりです。 

 

出席委員からの質問、意見等を求めます。 

質問、意見等ございましたら挙手をもってお願いします。 

 

（質問・意見なし） 

 

特段ないようですので質疑を終了し、採決を行います。 

本件について、「許可相当」とすることに賛成する委員の

挙手を求めます。 

 

(挙手全員) 

 

挙手全員のため、本件につきましては、「許可相当」とす

ることに決定しました。 

 

 

日程第３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議案第１５号 

「農地法第４条の規定による許可後の計画変更申請につい

て」を議題といたします。 

事務局より説明願います。 

 

本件は、農地法第４条の規定による許可後の計画変更申請

について、審議するものです。 

申請内容の説明に先立ち、本制度の概要等を説明します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

農業委員 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

本制度は、埼玉県が策定する埼玉県農地調整関係事務処理

要領に基づいて処理するもので、農地転用が許可され、工事

完了届が提出される前に事業計画の変更が生じた場合は、再

度埼玉県の承認が必要になるというものです。 

市農業委員会の役割は、申請内容を審査して意見を決定

し、意見書を埼玉県へ送付することとなります。 

以上が制度の概要となります。 

 

議案書等をもとに、説明します。 

本件は、令和６年第９回総会で審議し、同年１１月１８日

に埼玉県が許可しています。 

申請内容について説明します。 

事業計画を再検討したところ、当初計画の建物の建築面積

を縮小する必要性が生じたため、計画変更をお願いするもの

です。 

建築面積を縮小してできるスペースの利用方法として、作

業所敷地内でマイクロバスやその他の送迎車両が安全に乗り

降りや転回できる場所、職員用の駐車場、自然災害や感染症

等が発生して利用者及び職員が帰宅困難に陥った場合に炊事

等の火や水を利用する場所とします。 

利用者及びご家族の方の「安心できる」「通所への利便性

も高い」「万が一の備えも万全」の福祉施設とするための計

画変更です。 

 

次に担当する農業委員から説明をお願いします。 

 

申請人に、確認した内容を報告します。 

本申請内容に間違いがないことを確認しました。 

申請の理由は、事務局の説明のとおりです。 

 

出席委員からの質問、意見等を求めます。 

質問、意見等ございましたら挙手をもってお願いします。 

 

（質問・意見なし） 

 

特段ないようですので質疑を終了し、採決を行います。 



 

 

 

 

 

議長 

 

本件について、「承認相当」とすることに賛成する委員の

挙手を求めます。 

 

(挙手全員) 

 

挙手全員のため、本件につきましては、「承認相当」とす

ることに決定しました。 

 

 

日程第４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議案第１６号 「令和８年度県農地利用の最適化施策に関

する意見について」を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

内容説明の前に、意見書の法的根拠について説明します。

農業委員会は、「農業委員会等に関する法律」第３８条第１

項により、関係行政機関に農地等利用最適化推進施策の改善

についての具体的な意見を提出しなければならないと定めら

れています。これを基に、本農業委員会が、埼玉県に対して

意見書を提出するものです。 

なお、意見書の提出を受けた埼玉県は、農業施策の立案、

実施に当たり、提出された意見を考慮しなければならないと

「農業委員会に関する法律」第３８条第２項により定められ

ています。 

意見書の概要について説明します。 

意見は、４つの項目、９件で構成しています。 

１つ目の項目は「農地の確保と有効利用」の施策とし、

（１）から（５）までの５件の「課題となる事項・支援策」

を取りまとめました。 

（１）は「農地の有効活用のためのイメージ戦略と接点の

増加」です。 

農業への関心は高まっている一方で、未活用農地が増加し

ているため、若年層をターゲットに、農業の魅力を伝える戦

略や、インターネットを活用したマッチング支援が必要であ

ることを課題となる事項・支援策としました。 

なお、本件は、２つ目の項目「担い手の確保・育成」にも

密接に関係する内容ですが、主に未活用農地の解消と農地の



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有効利用を目的とした取組であることから、本項目に記載し

ています。 

（２）は「市民農園を増設するための施策の上乗せ・横出

し」として、市民農園の設置数は目標を超えていますが、面

積や利用者数は少ない状況であり、補助制度の拡充や成功事

例の周知により、さらなる活用を図るべきであること。 

（３）は「地域連帯の創生による農地活用意識の醸成のた

めの施策の創設」として、地域のつながりが希薄化する中、

農地保全には地域連携が不可欠であり、地域の祭りや寄合な

どへの支援を通じて、地域連帯を再構築する施策が求められ

ること。 

（４）は「制度変更の際の現場意見の反映と変更理由・意

味の丁寧な説明」として、中間管理機構を通じた利用権設定

など、制度変更に伴う事務負担が増加しているため、現場の

意見を反映し、変更の理由を丁寧に説明することが必要であ

ること。 

（５）は「遊休農地・荒廃農地に係る固定資産税の課税強

化の迅速化等」として、農地維持へのインセンティブを高め

るため、課税強化の迅速化や、税務部局との連携による制度

の見直しが求められること。 

として、それぞれの要望を列挙しています。 

２つ目の項目は「担い手に関する事項」の施策とし、

（１）と（２）の２件の「課題となる事項・支援策」を取り

まとめました。 

（１）は「規制行政事務手続の簡素化・明確化とアドバイ

ス事務へのシフト化」として、制度変更により事務量が増加

し、的確なアドバイスが困難になっているため、事務の簡素

化と、アドバイス業務へのシフトが必要であること。 

（２）は「農地・農業を守るための農業理解者・協力者の

増加策」として、農業サポーター制度の創設や、農業体験の

場の提供、小中学校への農業教育支援など、農業への理解と

協力を広げる取り組みが重要であること。 

を、それぞれの要望を列挙しています。 

３つ目の項目は「地理的要因・環境保全等を踏まえた農地

利用の最適化」の施策とし、（１）の「食品ロスの減少のた

めの施策」については、規格外野菜の活用や規格の見直しを



 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

農業委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

農業委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

通じて、食品ロスの削減と農業の効率化を図る必要があるこ

とを「課題となる事項・支援策」としました。 

４つ目の項目は「その他」の施策とし、（１）の「農地・

農業のもつ多面的な価値に関する発信及び関連施策の充実」

については、農業は食料生産だけでなく、防災、景観、文

化、健康など多面的な価値を持っており、これらを広く発信

し、支援を強化することが重要であることを「課題となる事

項・支援策」としました。 

 

出席委員からの質問、意見等を求めます。 

質問、意見等ございましたら挙手をもってお願いします。 

 

農地の貸借手続きは農地中間管理機構を通すこととなった

が、認知度は低い。どのような方法で周知しているか。 

 

利用権設定の手続きの際には農地の出し手と受け手に対

し、丁寧に内容の説明を行っています。また、リーフレット

の農業経営状況調査への同封、農業委員会広報誌への掲載、

窓口への掲出などによる周知を図っています。今後も制度の

周知を図れるよう他の手法についても検討したい。 

 

昨年度の意見書と大きく変わった点はどこか。また、令和

７年度の意見書が県の施策に反映されているのか。 

 

食品ロス削減の関係は時流に乗った内容として盛り込んで

いるが、その他大きく変わった点はない。また、令和７年度

の意見書の内容が明確に反映されている箇所は見当たらなか

ったが、各市町村からの要望を総合的に取りまとめた結果、

全体的に網羅された内容になっているものと感じた。今後は

他の市町村にはないような独自の視点を盛り込んだ意見を出

していくことが重要だと考えているので、次年度も各委員の

御意見をお願いしたい。 

 

昨年提出した意見書の中で、実際に政策に反映されたもの

があるのかどうか、そういった比較も必要である。 

その上で、「昨年はこれを出したから、今年は別の提案に



 

 

 

農業委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

議長 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

しよう」といったように、常に新しい視点で取り組んでいく

ことが大切である。 

 

（５）「遊休農地・荒廃農地に係る固定資産税の課税強化

の迅速化等」についてだが、荒れた農地等について、農地以

外の地目として課税される可能性はあるか。 

 

年に１回税務課が調査を行い、現況地目に応じた課税をし

ている。例えば、砂利を敷いたり、森林化した農地は雑種地

として課税される可能性がある。 

 

その他質問、意見等ございましたら挙手をもってお願いし

ます。 

（質問・意見なし） 

 

特段ないようですので質疑を終了し、採決を行います。 

本件について、原案のとおり決定することに賛成する委員

の挙手を求めます。 

 

(挙手全員) 

 

挙手全員のため、本件につきましては、原案のとおり決定

しました。 

 

 

日程第５ 

 

議長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

報告第５号 「報告事項について」を議題といたします。 

事務局より、説明（報告）をお願いします。 

 

議案書をもとに、説明（報告）します。 

・農地法第２章第１節の許可及び不許可の状況 

令和７年第４回総会における審議案件      ３件 

・農地法第５条の規定による許可の取消申出について 

なし 

・農地法第４条の転用届出専決処分        １件 

・農地法第５条の転用届出専決処分        ３件 

・農地法施行規則第２９条第１号に基づく届出   なし 



 

 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

議長 

・農地改良等に係る届出             なし 

・諸証明の発行                 １通 

 

出席委員からの質問、意見等を求めます。 

質問、意見等ございましたら挙手をもってお願いします。 

 

（質問・意見等なし） 

 

特段ないので質疑を終了し、採決を行います。 

本件について、「承認」することに賛成する委員の挙手を求

めます。 

 

（挙手全員） 

 

挙手全員のため、「承認」することに決定しました。 

 

 

日程第６ 

 

議長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

農業委員 

 

その他について、事務局より説明をお願いします。 

 

本件は、「令和６年度農業委員会の農地利用の最適化の推

進の状況その他事務の実施状況の公表」について、農業委員

会等に関する法律第３７条の規定等に基づき、作成し、公表

するものです。 

策定済みである令和６年度の目標に対して、実績及び点

検・評価をしようとするものです。 

（内容説明） 

・新規集約面積等の実績値等について 

・遊休農地に関する実績値等について 

・新規参入者の促進に関する実績値等について 

・「目標の達成状況の評語」と「推進委員等の点検・評価 

結果」について 

 

出席委員からの質問、意見等を求めます。 

質問、意見等ございましたら挙手をもってお願いします。 

 

新規就農者が少ない状況であるが、鶴ヶ島市に就農したい



 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

議長 

 

 

 

 

 

 

議長 

 

 

議長 

 

事務局 

 

埼玉県農業大学校の卒業生はいないのか。 

 

昨年度、埼玉県農業大学校を卒業した方１名が、令和７年

４月からの利用権設定を行い、営農を始めたところです。 

また、過日行われた埼玉県農業大学校の就農相談会におい

ては、１名の方が将来鶴ヶ島市にて就農したい旨の相談があ

りました。 

今後も埼玉県や市と連携し、新規就農者の受け入れに努め

ていきたいと考えています。 

 

その他質問、意見等ございましたら挙手をもってお願いし

ます。 

 

（質問・意見等なし） 

 

特段ないようですので、「令和６年度農業委員会の農地利

用の最適化の推進の状況その他事務の実施状況の公表」につ

いては、事務局（案）のとおりの内容としてよろしいでしょ

うか。 

 

（異議なし） 

 

異議がないようなので、事務局（案）のとおりの内容で決

定いたします。 

 

その他説明事項等は、ありますか。 

 

特にありません。 

 

 

閉会 

 

議長 

 

以上をもって、令和７年第５回農業委員会総会を閉会しま

す。 

 

 

議事録の

署名 

 

議長 

 

 

それでは、事務局より、議事録の報告をお願いします。 

 



事務局 本日の総会議事録を読み上げ、報告を行い、議事録の署名

を求める。 

議長及び議事録署名委員（２名）の３名が署名する。 

 

 
 


